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業績予想修正のポイント

＜主な変動要因＞

燃料価格の上昇による
燃料費の増加

●連結・個別ともに
営業費用 ＋約３７０億円

【全日本原油ＣＩＦ価格】

６９ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ → ７５ ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ
（10月公表時） （今回予想）

原子力利用率の低下
による燃料費の増加

●連結・個別ともに
営業費用 ＋約２４０億円

【原子力利用率】

７８．０％ → ７４．６％
（10月公表時） （今回予想）

特別損失の計上 ●連結・個別ともに
特別損失 ＋約２５０億円

原子力発電施設解体費
の引当（過年度分）

最近の燃料価格の上昇に加え、現在、定期検査中の高浜発電所２号機の運転再開が遅延する
など、火力発電量が増加することにより、火力発電用の燃料費の大幅な増加が見込まれること、
および原子力発電所の廃止措置に関して、放射性廃棄物として取り扱う範囲が拡大されたこと
などに伴う廃止措置費用の増加見込額のうち、過年度の発電に対応する額250億円を特別損失
として引当計上することが見込まれることなどから、業績予想を修正するものである。
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2007年度 業績予想（連結・個別）

連結 個別

今回予想 10月公表 増減

26,700 ―

△400

△400

△410

2,000

1,700

1,110

今回予想 10月公表 増減

売上高 26,700 24,600 24,600 ―

営業利益 1,600 1,300 1,700 △400

経常利益 1,300 1,000 1,400 △400

当期純利益 700 500 910 △410

（単位：億円）

117程度117程度為替レート（ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ）（円/$）

2.5程度2.5程度金利（長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ）（％）

69程度

91.1
78.0

1,495
10月公表

74.6原子力利用率（％）

1,495販売電力量（億kWh）

75程度全日本原油ＣＩＦ価格（$/ｂ）

89.4出水率（％）

今回予想

4857為替レート ：１円/$

6974原子力利用率 ：１％

3838金利 ：１％

5361全日本原油ＣＩＦ価格 ：１$/ｂ

1112出水率 ：１％

10月公表今回予想（単位：億円）

＜主要データ＞ ＜影響額＞

【2007年度配当予想】

１０月公表値「期末３０円、年間６０円」を変更いたしません。

（△20.0%）

（△23.5%）

（△36.9%）

（△23.5%）

（△28.6%）

（△45.1%）
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2007年度 業績予想の増減説明（個別）

（単位：億円） 今回予想 10月公表 増減額 増減説明
2006年
度実績

売上高 24,600 24,600 ±0

△400

△410

23,968

経常利益 1,000 1,400

・燃料価格の上昇による燃料費の増 △370
・原子力利用率の低下による燃料費の増

△240
・出水率の低下による燃料費の増 △20
・修繕費の減少 ＋50
・諸経費の節減等 ＋180

1,893

当期純利益 500 910 ・原子力発電施設解体費の引当（過年度分）

を特別損失に計上 △250 1,176
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ご質問・お問い合わせ等は、下記までお願いします。

担 当： ＩＲチーム 谷口、岡野、磯上

電話番号：０６－７５０１－０３１５
０５０－７１０４－１８１８（谷口）
０５０－７１０４－１８１２（岡野）
０５０ー７１０４－１８１３（磯上）

Ｆ Ａ Ｘ：０６－６４４７－７１７４

e - mail： taniguchi.hideaki@a2.*****.co.jp（谷口）
okano.ryuji@e3.*****.co.jp （岡野）
isogami.takayuki@b3.*****.co.jp （磯上）

「*****」には「kepco」と記入してください。

本資料に記載されている当社の業績予想および将来予測は、現時点で入手可能な情

報に基づき、当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は、これらの見通しとは異なる結果と

なる可能性もあることをご承知おき下さい。
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